
THE Y’S MEN’S CLUB OF 

.\RWR�3ULQFH 
THE SERVICE CLUB OF THE YMCA 

AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MENS CLUBS 

“TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

  
���� 

Bulletin 

2018.12.１発行 

第34巻第６号通巻396号 

CLUB OFFICE 

京都YMCA 三条本館 
京都市中京区三条通柳馬場角 

ＴＥＬ 075-231-4388 

会 長  宇高 史昭  

副会長  三村 良行 

     澤田 哲平 

書 記  飯尾  豊 

会 計  田中 邦昭 

ﾒﾈｯﾄ会長 宇高眞知子  

国 際 会 長 

ア ジ ア 会 長 

西日本区理事 
 

京 都 部 部 長 

主 

 

題 

私たちは変えられる                “Yes we can change”   

アクション                   “Action” 

未来に残すべきものを守り育てる   
         “Let’s protect and cultivate what shoul be passed on to the Future” 
永遠の絆               “Will the circle be unbroken”   

聖   

 

句 

会長主題 

５日(水) 通常例会 

京都市教育長在田正秀

様を講師に迎えての例

会。市政の子供達への

考え方を学びます。 

２２日(土) Ｘｍａｓ例会 

今年は、マジックで楽し

みます。子供も大人も大

興奮のサンタプレゼント

抽選会も開催します。家

族でご参加ください。  

１2月 例会案内 

例会出席 

１１月第一例会  １５名 

１１月第二例会  １３名 

在籍者数     １６名 

メーキャップ    ０名 

出席率     ９３.８％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現金           0円 

累 計           0円 

じゃがいも     180,472円 

                                 

 

累 計       373,122円 

１１月第一例会  5,000円 

１１月第二例会  4,000円      

累 計       27,000円 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 京都グローバル  澤田 賢司 

その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。すると、主の天使が

近づき、主の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。天使は言った。「恐れるな。わた

しは、民全体に与えられる大きな喜びを告げる。」 
ルカによる福音書 ２章8～10節 

  「新しく生まれ変わろう -- 変化への挑戦 」 
Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ 

Ｗｅｌｌｎｅｓｓ 

会員の減少はクラブの衰退、部の衰退ひいては区の衰退と負の連鎖でつな

がっている現在、会員減少から生じる様々な問題は、私たち一人一人の責任であります。この窮

地。を乗り越えるためには、これまでの問題を精査し、ワイズメンとしての使命感をもって、会員増

強に取り組まなければならないと思うのです。 

 クラブは会員が、クラブに対する帰属意識が高い人が多いほど、クラブの発展につながります。

会員は、そのようなクラブに属していることに誇りを持ち、自己研鑽に励み「愛と感動が経験でき

る学びのプログラム」を、クラブに求めるような良質の会員でなくてはなりません。クラブの発展

は、良質な会員の数によって決まります。数は力であります。良質な会員の多いクラブは、一般

社会の人に対する求心力があります。そのようなクラブは常に会員を増やし、退会させない魅力

的な例会のプログラムが準備されています。残念ながら西日本区８５クラブの大半は、クラブ改

革・改造に着手する必要のあるクラブです。 

 会員減少に歯止めがかからないクラブに共通しているのが、例会場の事はさておき社交の場と

しての魅力と緊張感のあるプログラムが足りない例会形式であります。新しい会員候補を連れて

くるにふさわしいもてなしの場と雰囲気、心遣いがあるかという事であります。 

 私たちは、日常生活の中にあるひと時の非日常的な例会の中で潤いを求め、多くの友との語ら

いを通して学び、人生の生甲斐と安らぎを得て、このクラブに入会して良かったという思いで自己

研鑽が進みます。誇りを持たないストーリー性のない例会を漫然と行っていれば、規律も規則も

煩わしい仲良しクラブとなって結果YMCAの力にもなれずに、クラブの衰退を招く原因になって

いくのです。 

 会員に増強、維持が地域によって編住している現在、ワイズメンと呼ばれる人はどういう人か、

私たちのなすべき事とは何か、これはこれからも変わることはないけれど、YMCAを支える為のク

ラブの発展、ワイズの発展を考える時、その方法や手法は変化する世の中と共に「変化への挑

戦」を怠ってはならないと思うのです。YMCAが衰退するからワイズも衰退するという公式は、あっ

てはならないのです。創造的破壊を繰り返し、これからの１０年は良質な会員を有する組織力の

ある新しいワイズメンズクラブづくりに取り組む英断が求められていると思うのです。 

 かつての様な「YMCA奉仕の魅力」に陰りが見えだしている現在、YMCAに忠誠を誓っている

だけで、生きた奉仕や魅力ある例会も工夫せず、前例を踏襲するだけのワイズメンズ活動は、ワ

イズメンズクラブの衰退につながって行くのです。 

 時代の流れの中から変化への挑戦を旗印に新しく生まれ変わったクラブを創造することが繁栄

に繋がって行くと思うのです。決断を実行する時です。 



 ＮＰＯ法人 子どもセンターののさん理事長 安保千秋様を再びお迎えしてその活動を詳しくご講演頂き、その

後グループワークをテーブルごとに行い要旨の発表を行いました。 

 

＊ＮＰＯ法人の組織 

 総会（正会員７１名）、（賛助会員６１名） 

 理事９名：弁護士、元児童相談所長、大学教授、医師、児童養護施設長 

＊法人事務所 みやこビル２階 

＊設立資金 助成金等約１５００万円で改築、備品等 

＊運営費用 

 収入 京都市等からの事務費、委託費 約１７００万円 

 会費 約６０万円    寄付金（寄付金が頼り） 約３５０万円     

  支出  人件費 約１９００万円   シェルター諸費 約４００万円 

☆子どもシェルター「はるの家」 

 建物 一般家屋、場所は非公開 

 対象 おおむね１５～２０才未満の女子  原則、京都市及び京都府内の子ども  

 必要があれば京都市及び京都府外の利用者も柔軟に受け入れる 

 定員 女子６名 

 スタッフ シェルター長１名非常勤、常勤職員３名、非常勤職員１名 夜間宿直スタッフ（有償） 

       昼間ボランティア（無償）１０数名  （研修受講が必要） 

 ☆「はるの家」利用の流れ 

 １．子ども等からの相談、関係者・期間からの連絡 

 ２．受け入れの検討    関係者からの事情聴取、本人との面談、はるの家の利用の意思確認 

 ３．はるの家での暮らし  １ヶ月程度を目処とするが、子どもの状況等により変わる 

 ４．次のステップへ 

☆入所の枠組み 

 １．児童福祉の枠組みで＊児童相談所との連携  ＊１８才未満→児童相談所の一時保護委託を受ける  

   ＊１８～２０才未満→児童相談所から自立援助ホーム（子どもシェルター）の利用決定を受ける 

 ２．少年司法の枠組みで 

   ＊家庭裁判所の審判で試験観察（補導委託先の登録） △家庭裁判所、付添人弁護士等との連携 

    ＊その他  

       上記以外の場合も、行き場の無い子どもは柔軟に受け入れる（私的契約→どこからも費用が出ない）  

☆「はるの家」での暮らし 

 基本姿勢「安全面で家庭的な暮らしの提供」生活支援を行う 

 ＊子どもが主体、自らが選択できるように 

 ＊家庭的な生活体験を→日常生活での大人との関わり 

 ＊基本的には日課は無く、子どもそれぞれの課題を支援 

 ＊子どもが話し出すまで聞かない、強制しない 

 ＊外出は原則自由に出来ない、職員と一緒に 

例外あり（通学、アルバイトが必要な場合） 

 ＊外部との連絡は自用に出来ない－携帯電話は預かる 

☆「はるの家」での子ども達 

 △子どもの抱える問題 

 ＊性感染症、性的問題行動、妊娠 ＊自傷、大量服薬 

 ＊精神疾患 ＊摂食障害 ＊知的障害、発達障害 

 ＊被虐待児の特徴（精神的なアンバランス、幼さ、思考の特徴等） 

 ＊不登校、家庭内暴力 ＊非行など 

 △待避先（一人暮らしは困難な場合多い、しかし出先の確保は困難） 

 ＊一時保護所、少年鑑別所 ＊自宅、親族宅等、知人宅  

 ＊児童自立援助施設等 

 ＊児童養護施設 ＊ファミリーホーム ＊自立援助ホーム 

 ＊就職先の寮 ＊ひとり暮らし 

２０１8/11/9 
田中 邦昭 11月第一例会       



 第二例会は、メンバーシップアワーとして「プリンス川柳大会」が行われました。 

 例会の冒頭では、１２月１３日～１６日にグランドプリンスホテル京都で開催される

2018IWAS車いすフェンシングワールドカップ京都大会のアピールに、大会役員をさ

れている原田かの子さんが来られ、我々の殆どが知らない車いすフェンシングにつ

いて丁寧に説明されました。また我々が例会場としているホテルでの開催だから是

非観戦に来て欲しいとの事でした。 

 何を隠そう、僕は高校のクラブ活動でフェンシンをやっていたので、興味深く

聞くことが出来、また椅子に座った状態でのフェンシングが、如何なるものか。

右手で剣を持ち、左手で車いすを操るのかなぁ、などと想像をめぐらした結果、

健常者のフェンシングとは別の「車いすフェンシング」という一つのスポーツな

んだなぁと思いました。 

 その後、カレーのはずが中華になった食事をいただき、川柳大会が始まりま

した。僕は、作文や詩はまったくダメで、この日も悠つな気分で（例会欠席も頭

に浮かんだけれど）例会場にやってきました。案の定、何も思いつかずに時間

だけが過ぎ、何とか川柳もどきを一つだけ書いて、その場をやり過ごすことが出

来、やれやれでした。殆どのメンバーは、上手に作られているの

に・・・。 

 それぞれの作品が、ホワイトボードに張り出され、廣井ドライバー委

員長が読み上げて披露。我がクラブの年齢構成に見合って、熟年を

テーマに読まれた作品が多く見受けられる中、宇高会長の独断と偏

見でとは言うものの、みんなが納得する川柳３つ、椹木ワイズ、齋藤

ワイズ、小野ワイズの作品が、優秀賞として選ばれました。 

 ここで一つお詫びを申し上げます。皆さんの読まれた川柳をブリテ

ン掲載用にと持ち帰ったのですが、その中に、小野ワイズの作品が

無く、優秀賞２つだけの披露となってしまった事をお許しください。 

１１月１８日 秋晴れ小春日和の中、リトセンオータムフェスタが開催されました。 

わがクラブは、毎年好評のぜんざいを、今年は例年より多い150人分用意し、参加

者の皆様に味わって頂き、完売しました。 

ぜんざいと言えば、味付けの腕前の右に出る人はいない飯尾ワイズが、早朝から

大鍋2杯分の仕込みをしてくださいました。甘過ぎず、薄過ぎず、絶妙の味付けにク

ラブメンバー一同脱帽。さらに今年は、舌休めの塩昆布も用意して、リトセンに来られ

た皆さんに振る舞いました。微に入り細に入る心配りは、ぜんざいのレジェンド、やっ

ぱり甘い方もお好きですね。 

今年は、わがクラブの小野Yサ委員長が、今回のリトセンオータムフェスタの実行

委員長を務められることから、大いに盛り上げようとメンバー一同、開始早々準備より

も食い気に走りました(^0^)。 

天ぷらうどん、みたらし団子、ジャンボ餃子、焼きそば、すじ煮、焼き芋、焼き肉…、

ぜんざいを〆に。天高く馬肥ゆる秋、よく食べました。他クラブの皆さん、ご奉仕あり

がとうございました、ごちそうさま。 

さて、昼からは、お腹ごなしの運動で、クラブ対抗玉入れ大会となりました。子供た

ちが飛び入り参加してくれたおかげで、プリンスクラブは堂々三位に入賞しました。

応援してくれた子供たちのお蔭です。感謝。因みに優勝はキャピタルクラブ、二位は

ゼログラブでした。おめでとうございます！ 

川上京都部長からの賞品は、ミカン一箱。参加者一同で分けて持ち帰りましたが、

これもまたおいしいミカンでした。おいしさ満喫のリトセンオータムフェスタ。来られな

かったメンバーの皆さん、来年はぜひ参加してくださいね。飯尾ワイズの味付けを伝

授してもらわんと。継続は力なり。 

              宇高 史昭 

2018/11/21 
森 伸二郎 11月第二例会       



報告事項 

●ののさんチャリティーゴルフの収益金

43500円を２月のＴＯＦ例会時に贈呈する 

●３月２３～２４日開催の東京サンライズ

クラブ設立３０周年記念例会に、ＤＢＣ交

流会として多数ご参加ください 

●２月２４日京都部チャリティーボーリング

大会が開催されます。 

●上半期事業報告書を１２月１５日までに

書記へ提出してください。 

 

承認された事項 

●Ｘmas例会登録費 メン：無料 メネット・

コメット大：5000円 コメット小：3000円 

ドリンク：ドリンクチケットを販売 

 １５日 齊藤 謙治   
２日(日) 麻雀ファンド 

  10:30 京北・斉藤ワイズ別荘 

５日(水) 第一例会 

  19:00  グランドプリンスホテル 

12日(水)・13日(木) 

     Ｘmasロビーコンサート  

  19:00  京都ＹＭＣＡ 

14日(金) 市民クリスマス 

   18:30  京都ＹＭＣＡ 

22日(土)  クリスマス例会 

  17:00  グランドプリンスホテル 

26日(水) 役員会＆忘年会  

   19:00  京都ＹＭＣＡ 

      

  

１．市民クリスマス       
京都YMCAでは、今年もクリスマスのプログラムを行い 

ます。一般の方もご参加できます。 

ご家族、お友達で是非ご参加ください。 

 日 時：12月14日(金)（※時間、場所は予定） 

 聖母学院中学・高等学校ハンドベルコンサート 

 18：30～19：00   

礼拝 19:20～19:50 

キャロリング 20:00～21:00 

場 所：三条本館および三条寺町界隈・新京極周

辺でキャロリング 

礼拝・奨励： 柳井 一朗 牧師（日本キリスト教

団洛西教会） 

２．クリスマス ロビーコンサート     
日 時： 12月12日（水）19：00～20：00 Dusk to 

dawn ザ.クリスマスソング～なつかしのポップス～ 

     12月13日（木）19：30～20：30 Vocal 

unit JOY ゴスペルコンサート 

場 所：  京都YMCA 1階ロビーステージ 

 

３．スキーキャンプ・ウインタープログラム 募集  
お申込み・お問合せ：京都YMCAウエルネスセンター 

（TEL）075-255-4709   

 e-YMCA（WEB申込） 

   https://e-ymca.appspot.com/kyoto 

 


